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二郎紅･⊂コ地域り,こト-トセンシニり湖査

柴田芳軌≠慮峰　栄一

高レベル放射性廃棄物地膚処分のための地質穫境データの収壊に餐することを日的として.舵

空写真及びランドサット圃像0)判読偶折を実施した｡対象地域は主として岐那珂□郁･愛知県

I[ロ部･静岡廟D柑､ら成る面積約臥900k紬鯛であり,悼用したデータ払2()万分の【ランド

サットTM節倹3シーンと, 4万分の1白鳥航空写真752放である｡

判読･解析作薫でば,写真及び画像上で緩められる地質特性･地質描追徴挫･地形特性S･I/)い

て群柵に牧村し,地質ユニットの織別･分頼を行い,それらの触発を5万分の■【あるい81,た20万分

の1の図幅ごとにまとめた｡地質構造特性について臥　さらに1コ--7:ダイヤグラム及びリニアメ

ント密度図を作成した｡

地質判練の結果は,航空写真上で判読された地質ユニットがランドサット所線上のユー=･･;･トtr

さらに紳介した区分となっており, BE･春の地質図との対応で比航空写真の判甜乱もく20刀脚I I

の地紺程度の精度を有することを示している｡しかL,,-特仁D.I許の⊂=】糞細区批i.]いて,

判読した地質ユニットの境界線と地質臥ヒの岩相の境界線が帝しく飢発する場合が経められ.こ

れは判読において着目する地形特性を支配する要因として,削iLlのほかに,制i(･目の兜適職定カく

塵%u;【役割を果たしていることを意味するものである｡

7)ニアメント解析?結果で枕木対象地域には□馳び⊂如糊部･'rr･･6針川那多くa'

断層と考えられるt)ニアメソトが発達しており, NW-S【描とNr,T･･ SW系の二筋坊u)狐妨層

が多く経められる｡

これちの調査緒削り･本対草地域における適正鵬として･ □群の⊂コ酌分柵掛

ら(;ヶ所を抽出した｡

本報告酌ま､大手開発株式会社が動力炉･核燃料開発串集団の費託により英施した耶iil･X見であ
る｡

契約番号･. 622Co14

事業団担当部評量およUE担当者;環境音源郎地層処分対策室亡:コ

辛:地質調査部



I.弼査の概要

∫-1目　　　　　的

本調査札一高レベル放射性廃薫物地層処分のための地質環境等の適性鋼発として実施してい

る地質環境鋼査の一環として行うものであり,航空写真及びランドサット爾後審判FFTしたrJモ

ートセンシングによって地紫環境調査対象地域の地質･地形特性等の判読･解析を行い,グラ

ンドトゥルースによってその有劾性巷検証することによっ-ど,全国規棟の地賀塘墳デー:/の収

集に発することを目的とする｡

I-2　対　象　地　域

今回の作糞の対象地域は,主として舶森口野･愛知頑コ転･.T'･･i司虹蜘,J'.･こ偲･忘絹患う

a, 900kn!の範囲-ごある(帝l図)｡-

Ⅰ二3　調査の内容

航空写真及びランドサット画像によって判読し得る地鰍障性,地質椛退相生,.]rEぴに上削持場

性について,判読基準及び解釈者明確にした上で,以下のようなTj5.剛･':ついて鋼査し,デラン

ドトゥルースによってその結果について挽征するo

(1)地　質　特　性

①　被覆層の柵出

基盤着分布地域における被覆屑の被覆雨風　推定屑厚について示す.

③　走向傾斜及び措曲構造の紺地

⑧　岩　柏　区　分

岩棺相違に起因すると考えられる地形及びその時徽と境界をl列らかにする9

堆積岩においては単-L地層内におけるユニットS.･比.;.L.I,超槻する相違に･W患する｡

④　岩脈, *T)ストリス.ゼノF)ス等の異紫#-l1.-･の1舶EJ.を行う｡

(2)地質構造特性

①　断層と考えられるリニ7メントを抽出し,確実腔･憎収･方向性･をt7)'LG馴:こすぞ.I

③　陥没一環状構造に起医けるリニアメントを才舶I'r.I:llる｡

③　既知の構断層及び新たに情断層と考えられるものについて,掛農t分布をl列掛こする
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I打.地形･地質概要

工旺-1地　　　　　形

木材査鵬札主として⊂=コ(⊂=コ欄蛮地北西臥⊂=:コ鯛劉臓脚)及

び=(耐査地郎β)から成っている｡.

⊂=コは,福井県から岐阜県⊂諦時に分布し,栴披[=コ-[ニコmの山地で揃成される｡

[==コ臥東からロ[f, [コ川及UU]けの⊂:コによって削細れた広い抑訳低地か

ら成っている｡

亡二エコi･i, ⊂コと⊂コから南西に髄七して善た所に位置し,梅抜300-･･□mの

高原可犬の山地で,北東に高く,南西に侶くなっている｡この高原は蜂市原(小起伏侵金地形)那

東ほど高く隆起したもので,紀緋)末期に糾庶伽鳩軌前掛二r入って□で

西に傾いたものである｡

これらのはかに,調査地束部に8･4j?口,ロ噌密している.

Ⅲ-2　地質及び地質柄遠

州警地馳地獅退区分の上からは･ E=%挟紙制耶法⊂==加の楓

衆跡ま口許の西部に屈し,北部から[コ滞, ⊂コ鞍[　1堺及び⊂コ靴屈してい

る(節7医け｡これらは地質構造上のいわ由る基盤とみ写されるもQ)-ど,これらの上に,新しい

堆積岩や火山岩が分布する｡本地域の榔噂地質図を節8図に,地質対比諜を/q-1, 2薦に示す｡

孤-2-1 ⊂=コ　帯

仁コ帯を構成する地割紙⊂二=]-ml勘の⊂]馴披び⊂=]準. □桓

靭-古第三紀の　　]　　-#(T妓阜県園では｢二~｣巨億和されている)であk),前者枕木

調査地域の北部から西部にかけて,後者は北索郎に分布している｡

(i) ⊂コl層騨

□屑枇下位より疎乱砂岩と男色頁岩との互駄馬若から成る⊂コ,r那Si1.ELF_, i･芭

筒賀砂乱赤福包あるいは暗緑色の顧灰岩･原色頁%,. ･砂･.#との互遠から成る□す1I.)m下

に分かれ,両者は不整合の関係にあ声,. mTlf席料ま,椀物化孔勤桝ヒ,7.[,.[&多産する.

この上位は,観灰質砂岩と菜箸の互層を主体とL,,磯岩場灰岩･褐炭を1,;Wl･:･4･る⊂:=

コが不賂創このる｡ ｢　｢　■は,かつて右;仁コ屑即願L･L'jL.'･=おかれていたが,その後
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V.提　　　　　言

v-1適fE地区の選定

適正地区を選定する条件として次のような項目を挙げた｡

の　処分a)場の対象となる酌-の地層あるは著体が充分な厚さ(1,DOOm程度)を有し,かつ

充分な炊がり(直接3km以上)を持っていること｡

②　将来予想される変動が小さいこと｡

･括断層から充分't1距離(2kLn礎庶)以上離れていること｡

･第四紀変動が過去においてJ]＼さい地域であること｡

③　断層寄の断裂が少ないこと｡

①　集蒋及び大硯傾地上施設がないこと｡

(卦　地すべりの少ない地域であること｡

(砂　標高澄が大きくない地域であること(最大500m程度) ｡

_i:述の鹿件を構たす適性地区として.本地域では次のような地区(層経3hの範囲)を

選定した｡これらの地区の概略を第9真に,それらの位置を第18囲に示す｡

(A)岐阜虹~　　｣　付近

(B)岐阜軌　　　…コ周辺

(C)　岐阜県

(D)長野県｢ …__　1北部

(E)　長野県　　　　　　　　　周辺

(ド)岐阜県⊂コ卵i
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中　心　の　包　置 ノ　ニ　ア　メ

寓9衰　適正地区-`覧義

損倖】嘘あるいは封呑の広がり:直堅3鮎以上厚さ: 60O77L以上

地　質　ユ　ニ
ランドサツ 航　空

漂　　高
(最大標高)

堆冥ベースマップ上の埴巽
(20万分の1 )

周縁静にリニアメン
トが2本存在

無
熟ヽリニアメントが
2本存在 G2･G3

650m

(1420m)

450m

(1100m)

-
1
5
7
- 長野県｢二　　■ l北都

( ⊂:コ)

枝皐県⊂コ南都

(⊂コ王)

南急啓に短いリニア
メントが3本存在

短いリニアメントが
2本存在

周接辞にり二.アメン
ト歩5本存在

短いリニアメン
4本存在

560m

(1240m)

520m

(1640m)

495rn

(1465m)

320m

(642m)


